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　イネゲノム解読以降，多くの生育および環境応答関連遺伝子の同定と機能解明が進んでいる．これらをもとに

イネ品種の潜在能力を高めるには，多収に関わる環境要因および作物形質，さらにそれらの相互関係のいっそう

の解明が不可欠である．本業績は，超多収栽培ならびに節水栽培におけるイネの多収要因を，多様な品種を用い

幅広い環境で実施した栽培試験にもとづいて明らかにしたものである．研究業績の内容は以下のように要約され

る．

　1．イネの超多収をもたらす品種特性，環境要因およびそれらの相互作用に関する研究

　中国雲南省涛源村（以下雲南省）では，イネの世界最高水準の収量が報告されてきた．そのイネ超多収の要因

を品種，環境およびそれらの相互作用の面から解明した．まず品種の要因に着目し，現地で栽培されている主要

品種と日本の新旧栽培品種の収量形成過程を比較した．現地栽培品種は日本の栽培品種に比べて，出穂前のソー

ス能と収穫指数がともに高い多収性品種であることを明らかにした（業績 2）．一方，超多収をもたらす環境要

因を明らかにするために，雲南省と京都で共通品種を用いた地域間比較試験を実施した．すべての供試品種にお

いて雲南省では京都よりも高い収量が得られ，それは主に同地域の強い日射に起因していることをみとめた（業

績 3）．ソース能の品種間差異の要因を群落レベルで解析する目的で，群落炭素収支連続測定装置を開発した（業

績 1），これを用いた測定の結果，上述の多収性品種では，同じ窒素濃度でも高い群落光合成速度を示すこと，

およびそれには高い葉身の気孔コンダクタンス（gs）が関与することが明らかになった．群落の暗呼吸速度の動

態を解析し，維持呼吸および成長呼吸パラメータを品種ごとに導いた．群落呼吸を含む群落炭素収支をモデル化

し，その品種間差異の要因を解析することにより，群落生産機能の品種間差異は，主に群落光合成能の差異に起

因していることをみいだした（業績 4）．同モデルにより，品種，環境および窒素施肥が乾物生産に及ぼす影響

の評価を行った．京都の環境では窒素施肥量の増加によりイネの窒素濃度を高めるとそれによる乾物生産の増加

はやがて飽和域に達するが，雲南のような強日射，低夜温においてしかも高 gs 多収性品種を栽培すると，高窒

素濃度でも乾物生産における窒素飽和が起こりにくくなることが予測された．このような品種および環境要因の

組み合わせが雲南における極多肥栽培による超多収をもたらしていることがわかった．

　2．節水栽培におけるイネの収量形成に及ぼす品種×水環境相互作用の解析

　予測される水資源の枯渇を背景にイネの多収節水栽培技術の確立が求められている．上述の超多収要因の解析

をふまえ，節水栽培の水環境（畑条件）を積極的に利用するための品種特性の解明を行った．イネの収量形成に

及ぼす品種×水環境相互作用の解析から，養水分条件が良好であれば，インディカ多収水稲品種を利用するこ

とで，畑条件下でも 10t ha-1 を超える多収を実現できることを示した（参考業績 1）．生産過程の解析から，土壌

水分が一定以上に維持できていれば，イネの物質生産量は水田条件よりも畑条件の方が高くなること，また畑条

件下のイネの生殖成長期の窒素吸収速度は，水田での超多収事例よりも高い値を示し得ることを明らかにした（業

績 5，業績 6）．一方で，生殖成長期後半の水供給が籾数と籾重の形成にとって非常に重要であること，また，穎

花生産効率の高い品種ほど節水栽培では収量増加が期待できることを指摘した（業績 6, 参考業績 2）． 
　以上のように本業績では，幅広い遺伝子型と環境を対象にして，圃場条件での作物生理形質の評価を綿密に行

っている．特に超多収要因の検討では，実験結果の解析に加えて自ら構築したイネの群落炭素収支モデルを用い

ることにより，イネの生産機能に及ぼす品種，栽培環境およびそれらの相互作用の効果を具体的に示した．それ

らから，超多収栽培ならびに節水栽培での高収量実現の要件となる品種 × 栽培条件組合せ，およびそれぞれの

環境で鍵となる作物形質に関して新しい知見を提供している．今後のイネ多収育種および多収栽培技術の開発に

寄与することが期待される．

　以上の理由から，本業績は日本作物学会研究奨励賞に値すると思われる．
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